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のフィーバーはしばらく続く見通しで，国内生産台数は現在の 350 万台から 2020 年には 500 万台
に達すると見込まれている。しかしすでに輸出のためのインフラもめいっぱいの状態で，鉄道や港
湾といったインフラ整備が大いに期待されている。また，生活面では進出越した本邦企業関係者を
ささえるサービス業の進出も期待されるところである。何れにせよグアナファト州に進出した自動
車産業を核に日墨経済関係が飛躍的に緊密化していることは確かである。
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